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会話型デｰタ処理その7一

簡単な検束用プ□グラムの話

一備品管理の例一

吉井守正(鉱床部)

MorimasaYosHI工

はじめに

今回はちょっと趣向を変えてデｰタを検索するプロ

グラムの例について述べてみたい･われわれの身の回

りにある多量なデｰタ側えば文献とか試料などの整理

をコンピュｰタを使って行ったら便利だろう.このよ

うな莫然としたユメは誰しも一度は描いたことであろ

う.私もそのひとりである.ただしコンピュｰタ

に入力させるにはそのデｰタの分類などについて十分

検討しておかねばならないというコンピュｰタ以前の

問題カミあり私も古くて新しいこの問題に興味を抱きた

がらも二の足を踏んでいる.

そこでもっと簡単たデｰタを題材にデｰタ検索用

プ盲グラムの試作を思い立った.今回は拡張BASIC注)

によるいわば“習作"的プログラムの例をご紹介しよう.

これから記すのは文献や試料といった地学研究用のも

のではなく実は事務用の備品管理プログラムである.

私がこれに目を付けた理由は私の所属する鉱床部にあ

る備品数が約1300点部員が30名足らず備品を配置し

てある室数が20室余りというわけでデｰタ検索の実

験を行うにはデｰタの規模が適当だからである.さ

らに備品の管理は事務官の仕事でありこのプログラ

ムの実際の使用者も1舜務官なのだから不特定の第三者

に使い易いプログラムとする点も研究課題になる.
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このプログラム作成のきっかけとなったのは1979年

に行われた当所の筑波研究学園都市への移転であった.

鉱床部にある備品を旧庁舎から新庁舎へ移転する作業の

手助けも意図して備品検索用のプログラムを当部に

あるYHP-9820A(横河ヒュｰレットパッカｰド製)計算機

用に作った.このプログラムによると部内のすべて

の備品についてその品目別･部屋別(旧庁舎･新庁舎の

選択可)･使用者別のリストが得られる.

この試みが容易に実現したのは当時の鉱床事務係

長で移転前に退職された新屋賢一氏による備品に関す

る詳細なノｰトが残されていたという好条件に恵まれた

ためである.

この備品リストは移転作業にかたり役立ったそう

で私もうれしく思ったし“わが部では備品の移転を

コンピュｰタを使って行った"と大いに自画自讃したも

のだった.

移転後にYHP-9845Tが購入されるとともに備品管

理プログラムはBASICに書き直され部内で実用化し

ている.今回はそれを例にしてデｰタ検索の話題

としほかの類似のデｰタ処理のご参考に供したい.

なおあらかじめおことわりしておくが今回掲げた

リストの中の人名は実験用という意味で実名によら

ずに有名人･歴史上または架空の人物の名前を借用し

ている.ご了承願いたい.

1.デｰタの項目

最初に当所の備品に付けられる項目を示しておこう.

各備品には品目番号整理番号供用部課取得年月

目備考の項目が記されそれを示すラベルが貼られて

いる(第1図).したがって計算機に入力する事項もこ

れを基本にしている･ただしリストを印刷するとき

には品目番号に対応する品名を書き添えるのをはじめ

鉱床部内で使うという前提から供用部課の代わりにそ

の備品の使用者(供用先)の名を入力しさらに備品の

所在(一般的には室番号)も記入するよう改めた.

2.デｰタファイルの構成

備品用のデｰタファイルは上に述べた項目を含む表

注)拡張BASIC最近ではANSI標準にIFT亘ENELSE文やW且ILE文SORTコマンドが加わるなとして

むしろこれらを備えたものを“標準BASIC"と呼ぶ方カミふさわしい状況になって来ている.�
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形式となるので基本的には2次元の文字列配列の表が

1つあれぱそれで間に合うように思える.実は筑波

移転の直後に作られたプログラムはそのよう祖形式で

あった.しかしこれでは実際面では種々の無理が

ありしたがって使い勝手ももうひとつ便利さに欠け

ていた.メモリｰの使い方にも無駄があった.

そこで今からだいたい1年半前に現在の方式にプロ

グラムを変更した･今のプログラムではデｰタファ

イノレは“原簿"“品名リスト"“人名リスト"の3者から

構成する事にした.

原簿は備品に関する全項目を記入した中心的ファイ

ルで項目はつぎの6項目である.

品目番号

整理番号

室番号

人名番号

取得年月日

備考

品名リストは品目番号とそれに対応する品名を記

載したファイルである.人名リストは人名番号とそ

れに対する姓名を記したファイルである.この2つの

ファイルは原簿内容の印刷･表示の際品目番号人

名番号というコｰド化された項目の内容を具体的に示

すための補助的役割をする.

このほかにデｰタの配列規模すなわち品目数･備

品数･人員を記録しデｰタの改訂年月目匁ども記した

インデックスファイルが加わりつぎのような4つのフ

ァイルが磁気テｰプに収められる.各ファイルの配列

規模はっぎのとおりである.

1)原簿

230C行(収容可能備品数)6列(項目数)

配列要素の文字長8字

2)品名リスト

400列(収容可能品目数)

文字長25字(品目番号十品名)

3)人名リスト

60列(収容可能人員)

文字長60字(人名番号十人名)

4)インデ･ソクスファイル

項目:品目数備品数人員改訂年月目

原簿内容と品名･人名画リストとの関係を第2図に示

す･この3者の間柄は関係モデルのもっとも簡単狂

例といえる･関係モデルについては古宇目ヨ(ユ981)が

本誌328号で解説しているので参照していただきたい.

3.デｰタの入力と訂正

プログラムはデｰタの入力･訂正をする部分とデ

ｰタの検索をする部分に分けられている.プログラム

を実行するとプログラムのメニュｰカミCRT画面に表

示されるので使用者は希望の行程を選択する(第3図).

ここで“デｰタの変更(9)"を選ぶとデｰタ変更用の

メニュｰが現われる(第4図).備品の登録を行うとき

はここで“備品の追加(!)"を選択する.

備品登録の手順としてはまず品目番号を入力する.

品目に対応する品名カミ品名リストの中で検索されて

CRTに表示される.使用者はこれを確認する.

以下整理番号･室番号･人名番号･取得年月目･備考

の順に入力を進める.人名番号はあらかじめ部員

に対して組織別(一般には課別)にコｰド番号を付けて

おきこの番号で入力する.その番号に対応する氏名

は人名リストの中で検索されてCRTに表示されるの

で確認できる.室番号･取得年月目･備考は任意

に8文字以内の文字･数字･記号で書く.

ここで問題になるのは品名リストにない新品目の備

品や人名リストにない新人カミ加わったときの処置であ

る.さきほどの変更用メニュｰ(第4図)には品名人

名画リストの内容を変更する行程があるのでそのよう

な事態が生じるときはあらかじめリストに新項目を追

加しておくという手もある.

しかしこのプログラムでは実際にはその必要がな

いのである!新品目を入力する場合でも品名リスト

に構わず品目番号を入れてやる.すると自動的に品

名リストと照合される際その番号がリスト内に見出せ

ない場合は“新しい品目"という表示が出るとともに

その品目に対する品名を入力する行程へ移る.品名を

入力すると自動的に品名リストにその品目番号と品

名が追加される､新品目を受け入れる際は品名リス

トの内容に対する移動操作が行われて品名リストの中

はつねに品目番号順に配列される仕組になっている.

新人が加わった場合も同様の手順で人名リストヘ

の追加カミ行われる･この方式にしておけば使用者は

品名リストや人名リストの改訂の手続に一切関係なく

入力作業が進められるので便利である.

いま新品目Z44“人造人間"を新人(81)“テヅ

カオサム"が使用するという想定で登録した結果を

第5図に示す.第2図と見比べると原簿のNo.1345

にこの備品カミ加わり(第5図a)品名リストにZ44

また人名リストに人名番号81としてそれぞれ新

事項が追加されている(第5図b,c).

結局品名･人名画リストを直接改言下する必要がある�
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第2図

原簿･品名リスト･人名リストの関係

a:原簿の一部｡左端の列から順に

品目番号整理番号室番号人名番

号取得年月目備考.

b:品名リストの一部｡品目番号に

対症する品名の検索用.

C:人名リストの一部･人名番号に

対応する人名の検索(ここでは偽名を

使用).

d:原簿リストの一部上記のaの内

容に補助リストb,cの内容を加えて

印刷したもの.

のは品名の訂正と改姓事務官の異動による事務用

備品の一括管理換(人名の方を改訂)などの場合である.

原簿内容の訂正もほぼ同様の手順で行う.まず訂

正すべき備品の品目番号と整理番号によって該当備品を

検索するか通し番号を指定して直接呼び出すかする.

訂正は整理番号以下の各項について可能で訂正を要

する項だけ新しい内容を入力すればよい.

備品の追加･訂正の行程の流れ図を第6図に示す.

4｡デｰタの検索

備品の検索で得られるリストは第3図に掲げたメ

ニュｰのとおりつぎの4種である.�
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第5図

新品目の備品と新人が

追加されたときの例

ここでは新品目Z44ジンソウニンゲ

ンを原簿に加えその使用者を新人テ

ヅカオサムとするときの各リスト内容を

示す.第2図と比べるとaではNo.

1345にその備品の記事が加わりbに

は新品目がCには新人が人名番

号81として追加されている.
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追加

訂正

ラムの流れ図を第8図に示す.
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人名�追加･訂正塾

�項

人名リストに�

追加�N0追加モｰドB?
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�

一卒

5.プロゲラミング上の工夫など

原簿の中ではデｰタを品目番号順同品目カミ続く場

合には整理番号順に配列する.このためにはとくに品

目番号の文字の並びについて一考する必要がある.第

1図に示すように品目番号はロｰマ字1字に続く3ケ

タ以内の番号から成り立っている.番号はまれに小

数以下のケタまである.これをASCII注)文字コｰド

順であってしかも番号の数値順に並べるためには品

目番号の数値部分に位取りを付けておかねぱならない.

そこでキイボｰドから入力させた品目番号について

つぎのように数値のけた数に応じたスペｰスをはさむ

行程を付ける.

��

第6図備品の追加･言下正をする行程の流れ図

仕組である･無視すべき項目については無指定のま

まプログラムを進めるキイをカラ押しすればよく3項

目とも無視すれば全備品が出力される.この組合せ

リストはいかにも関係モデノレ的で便利であり結局機

能的には先に述べた3種のリストをすべて含んでいる.

組合せ式リストの印刷例を第7図に示す.このプログ

入力された形

�

��

�㌵

変換後の形

九�

�㌸

且135

ここで]はスペｰスを表わす.

このようにすれぱ配列内容を品目番号の列要素に着

目してMATSORTの実行文によって並べ変えた

とき上記のよう校配列が得られる.

位取りをつける行程はVAL関数を用いたサブルｰチ

ンにする･いまH$に品目番号カミ入力されたものとし

て

亘1=VAL(H$[2コ)

����ご����一

IFH1>=10THENH窃=H$[1,1コ&“]"&H轟[2]

IF且1<10丁且ENH$=H墨[1,1コ&“]]"&H紅2コ

�呕�

という操作をする.

デｰタ数が増加するとともにその検索に要する時間

カミ長くなる事は避けられない･たとえば備品の登録

などのとき品目番号に対する品名を検索する際に品

目リストの下の方にある項目だとえばZに始まる品

目などについてはちょっと一瞬待されるようになる.

これが繰り返されるとこの待ち時間をじれったく感じ

るのである一定以上の品目が入力されたらそのス

ピｰドアップを図る方がよい.例を示すといま品目

注)AmericanStandardCodeforInformationInterchangeの略

ASCIIコｰドによるとスペｰス(])は32番で数字は0から9がそれぞれ48番から57番ロｰマ字AからZが65

番から90番と定められている.SORTを実行するとこの序列に従って配列要素(原簿では行要素)を並べ変える事

ができる.品目番号の位取りを付けるという事はスペｰスのコｰド番号が数字よりも小さいという性質を利用する

ためでもある.�
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第7図

組合せ式リストの例

a品目だけの指定b室番号と使

用者の指定･C品目室番号使用

者の3項を指定｡これらの組合せは

計7通りになる.
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番号が邸に入れられているとするとき

プ用のサブルｰチンとしては

�爽�

IFHi$>=“I]]1"THENIfr=80

IFHi$>“S]]1"THENIfr=160

�呕�

スピｰドアツ

とする･ここでIfrは品目リストの中で検索を開

始する行番号である･つまり品目I1以上S1未満の品

目についてはリストの80行目からS1以上について

は160行目から検索を開始する仕組である.

同様にして原簿内で品目を検索するときは

�爽�

IFH$>=“H135"THENIfr=250

1FH$>=“K161"THENIfr=500

1FH幕>=“N]]5"THENIfr=750

1FH豊>=“S200"THENIfr=1000

�呕�

と原簿の検索開始行を

多数設定するとよい.�



これらの便法はある程度以上デｰタが貯えられて

から仕掛けるもので設定する行番号が不適当だと該

当項目の所在より大きい番号のところから検索を始め

るという失敗が起きる.

備品検索によってリストを出力する際のスピｰドアッ

プ策としてつぎの仕組が有効である.

まず品名リストから求めた品名を記憶しておき同

一品目が続くときには記憶した品名を出力する.こ

れにより品名リストでの検索が省略されるので時間

の節約になる.

原簿内容カミ品目別に配列している事を利用し品目

別リストまたは組合せ式リストで品目の指定をする場

合の行程では原簿内での品目番号が検索すべき品目番

号よりASCIIコｰド番号の上で超えたとき検索を中

止してそのルｰプから脱出するようにしておく.こ

れによっても無駄な検索を防ぐ事ができる.

備品を登録した場合に当座は原簿の最下行に順次貯

えられ登録や訂正などデｰタの変更か行われたあと

デｰタをテｰプにレコｰドする直前に前にも述べたと

おり品目番号順に上べ変えられる･デｰタの並べ変

えにはやや時間を要するので備品登録があったとき

にだけ並べ変えカミ行われるように適当夜フラグを立

てて判断させている.

プログラムのメニュｰは検索用と変更用の2層に

たっていて変更用のメニュｰにある行程へ一度入る

と関係ファイルのレコｰドをしない限り検索用のメ

ニュｰには行かれないようにしてある.このメニュｰ

の2層構造壮とりもなおさずレコｰドのし忘れ防

止のためである.

プログラムとは無関係でむしろ運用の問題だが備

品が廃棄されたときの取扱いはあらかじめ決めておく

方がよい･現在鉱床部の事務官が採用している方式

は原簿からは抹消せず“**ノ･イキ**"という名

前の使用者(人名番号888)への“管理換"という手続き

にしている(第2図｡).

原簿には現在1000点弱の余裕カミあるので廃棄備品

についてただちに原簿から消すには及ばない.ただ

しまれにであるカミ同品を2重登録してしまうという

手違いも発生する.このときは原簿から消去せね

ばならたい.このような非常手段に使う行程はメ

ニュｰにのせず通常の操作では関係者以外に行程

の存在すら知られ狂いようにしておく.そして削除す

る備品も1件ずつしか扱えないようにしてこの行程だ

けはなるべく不便にして安易なデｰタ消去を防ぐよう

に仕組んである.
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第8図組合せ式リストを出力させる

行程の流れ図
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